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工事が進む大ホール（７月12日撮影）

市役所側から見た外観（７月８日撮影）

この資料は、鶴岡市議会が平成29年３月23日に議決した附帯決議に基づき発行するものです。

　新文化会館の愛称「タクト鶴岡」
タクト（TACT）は Tsuruoka（鶴岡）、Art（芸術）、Culture（文化）、Terrace（集う場所）

鶴岡の芸術文化が集う場所を目指します

みんなのタクト鶴岡
　タクト鶴岡は【「支える　育てる　高める」未来につなぐ芸術文化の拠点】
を基本理念とする文化会館整備基本計画に基づき、設計者を公募し、ワーク
ショップ等で多くの方の声を聞きながら、設計をまとめ着工しました。
　平成26年11月発行の広報つるおか「鶴岡市文化会館改築整備事業特集号」
では、改築整備の検討内容や工事入札の経過などを説明しました。今回は、
今後の活動や運営、また工事費に関して質問の多い項目をまとめました。

広報つるおか特集号「新文化会館特集」
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旧
文
化
会
館
と
異
な
り
、
タ
ク
ト
鶴
岡
の
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
公
演
の
な
い
日
も
開
放
し
、
い
つ

で
も
誰
で
も
気
軽
に
集
う
こ
と
が
で
き
る
交
流
の
広

場
と
な
り
ま
す
。

　

タ
ク
ト
鶴
岡
の
建
物
も
活
動
も
、
全
て
「
ま
ち
に

開
か
れ
た
み
ん
な
の
文
化
会
館
」
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。タ

ク
ト
鶴
岡
で
は
ど
ん
な　

　

事
業
を
す
る
の
で
す
か
？

貸
館
に
加
え
、新
た
に　
　

　

 

自
主
事
業
を
展
開
し
ま
す

　

タ
ク
ト
鶴
岡
の
貸
館
事
業
で
は
、
ホ
ー
ル
や
練
習

室
等
を
貸
し
出
す
こ
と
に
加
え
、
市
民
が
自
ら
行
う

芸
術
文
化
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
み
ま
す
。
例

え
ば
、
最
新
の
舞
台
設
備
が
導
入
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ

で
の
演
出
に
つ
い
て
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
相
談
に
乗
っ

た
り
、
タ
ク
ト
鶴
岡
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

Ｐ
Ｒ
を
協
力
し
た
り
、
財
団
な
ど
の
様
々
な
助
成
金

の
情
報
を
提
供
し
た
り
す
る
な
ど
、
芸
術
文
化
活
動

が
更
に
活
性
化
す
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
た
に
展
開
す
る
自
主
事
業
で
は
、
グ
ラ
ン
ド
オ

ー
プ
ン
の
公
演
を
皮
切
り
に
、
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
音
楽
・
演
劇
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
多
様
な
ジ
ャ

ょ
う
。
世
界
的
な
建
築
家
が
手
掛
け
た
タ
ク
ト
鶴
岡

は
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
そ
の
も
の
が
芸
術
作
品
と
し
て

評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
都
市
景
観
大

賞
を
受
賞
し
た
市
役
所
、
鶴
岡
公
園
周
辺
の
景
観
を

形
作
っ
て
い
る
、
そ
の
時
代
ご
と
の
建
造
物
と
調
和

し
、
鶴
岡
の
優
れ
た
建
築
文
化
と
し
て
世
界
へ
発
信

す
る
建
物
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

タ
ク
ト
鶴
岡
で
は
、
管
理
運
営
実
施
計
画
に
基
づ

き
、
様
々
な
活
動
を
発
表
す
る
場
の
機
能
に
加
え
、

多
様
な
芸
術
文
化
に
触
れ
た
り
、
次
世
代
の
担
い
手

を
育
成
し
た
り
、
地
域
の
独
自
性
を
生
か
し
た
取
り

組
み
を
創
造
し
た
り
す
る
な
ど
、
多
彩
な
事
業
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
人
が
集
ま
り
、
交
流
や

に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る
よ
う
ま
ち
の
広
場
と
し
て
の

機
能
も
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

タ
ク
ト
鶴
岡
の
特
徴
は　
　

　
　
　
　
　
　

何
で
す
か
？

ま
ち
に
開
か
れ
た　
　
　
　

　

み
ん
な
の
文
化
会
館
で
す

　

タ
ク
ト
鶴
岡
の
建
設
地
は
、
藩
校
致
道
館
、
大
宝

館
、
藤
沢
周
平
記
念
館
、
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

致
道
博
物
館
、
丙
申
堂
な
ど
の
鶴
岡
を
代
表
す
る
文

化
施
設
が
集
ま
っ
た
場
所
で
、
多
く
の
人
が
訪
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
高
等
学
校
や
鶴
岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
と
い
っ
た
教
育
・
学
術
機
関
も
集
ま
り
、
若
い

人
が
タ
ク
ト
鶴
岡
へ
気
軽
に
立
ち
寄
れ
ま
す
。

　

タ
ク
ト
鶴
岡
の
外
観
に
目
を
向
け
る
と
、
空
の
色

が
映
り
込
む
金
属
製
の
外
壁
は
、
周
囲
の
環
境
に
建

物
が
溶
け
込
ん
で
い
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
ま
た
、
分
か
れ
な
が
ら
低
く
軒
先
を
下
げ
る

屋
根
の
形
は
、
例
え
ば
単
純
な
箱
型
の
建
物
よ
り
も

圧
迫
感
を
和
ら
げ
、
遠
く
に
望
む
金
峯
山
や
月
山
の

山
並
み
に
調
和
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
タ
ク
ト
鶴
岡
は
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都

市
、
日
本
遺
産
、
食
と
農
の
景
勝
地
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪

日
外
国
人
旅
行
）
な
ど
、
様
々
な
機
会
で
鶴
岡
を
訪

れ
る
国
内
外
の
人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
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ン
ル
の
公
演
を
行
い
ま
す
。

　

公
演
当
日
に
は
、
入
場
待
ち
の
観
客
の
整
理
、
チ

ケ
ッ
ト
の
も
ぎ
り
、
客
席
へ
の
案
内
な
ど
た
く
さ
ん

の
業
務
が
発
生
し
ま
す
。
タ
ク
ト
鶴
岡
で
は
、
会
館

職
員
と
一
緒
に
公
演
当
日
の
運
営
を
担
う
市
民
ス
タ

ッ
フ
の
育
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
市
民
ス
タ
ッ
フ

と
と
も
に
、
観
客
を
非
日
常
の
世
界
に
い
ざ
な
え
る

よ
う
、
鑑
賞
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
観
賞
事
業
だ
け
で
な
く
、
気
軽
に
芸
術
文

化
を
体
験
で
き
る
事
業
を
行
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
ホ
ー
ル
の
舞
台
設
備
を
見
学
す
る

ツ
ア
ー
や
音
楽
・
演
劇
な
ど
舞
台
芸
術
を
体
験
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
、
新
し
い
芸
術
文

化
の
芽
が
育
つ
き
っ
か
け
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
ら
の
体
験
事
業
の
一
部
は
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
タ
ク

ト
鶴
岡
以
外
の
場
所
で
行
う
活
動
）
と
し
て
展
開
し

ま
す
。
ま
た
中
心
市
街
地
と
い
う
立
地
を
生
か
し
、

周
辺
の
文
化
施
設
と
の
連
携
事
業
も
進
め
な
が
ら
、

芸
術
文
化
活
動
の
裾
野
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　

今
秋
、
タ
ク
ト
鶴
岡
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立

ち
上
げ
、
自
主
事
業
や
貸
館
事
業
の
情
報
を
積
極
的

に
発
信
し
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）

に
よ
る
情
報
発
信
が
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
感
想
を
紹
介
し
た

文化会館整備の基本理念�：「支える�育てる�高める」未来につなぐ芸術文化の拠点

多様な文化活動を支え、活性化
する機会を創出

活動の拠点

■施設提供事業
　文化活動の支援事業など

鑑賞の拠点
優れた舞台芸術に触れ、豊かな
心を育む機会を創出

■鑑賞事業
　音楽・演劇・舞踊など広範囲
　なジャンルの公演など

育成の拠点
未来を担う子供たちや文化活動
を行う市民を育てる機会を創出

■育成事業
　次世代・芸術文化団体・地元
　運営スタッフの育成事業

地域資源・魅力を発信し、広く
認知してもらう機会を創出

発信の拠点

■地域発信事業
　鶴岡の芸術文化情報の蓄積・
　発信事業など

創造の輪を広げ、新しい文化に
触れる機会を創出

創造の拠点

■参加・体験事業
　芸術文化の体験事業、市民参
　加型の創作事業　

交流の拠点
多様な人々が集い、出会いつな
がる機会を創出

■交流・にぎわい創出事業
　連携・交流促進事業、にぎわ
　い創出事業

【文化会館管理運営の６つの基本方針と事業】

タクト鶴岡の今後の予定

平成29年

９月23日　
９月30日
10月１日
10月～12月

市民向け完成内覧会
竣工記念式典
市制施行記念式典
小学校音楽交流会
中学校合同音楽会
大規模式典の訓練
避難訓練を兼ねたコンサート

平成30年

１月７日
１月10日
　～３月31日
３月中旬
３月
４月

成人式（市全域を対象）
試験利用事業（22事業）

グランドオープン
開館記念事業（約１年間）
貸館開始

来年３月まで約半年間をかけて備品搬入や舞台設備の操作訓練等を行います。
開館記念事業は、竣

しゅん

工記念式典以降、順次広報やホームページを通して発表します。
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収
入
確
保
の
手
段
は
？

経
費
削
減
と
と
も
に
、
助
成
や
寄
附
、

協
賛
金
な
ど
外
部
資
金
を
活
用
し
ま
す

　

全
国
の
公
立
文
化
施
設
と
同
じ
よ
う
に
、
タ
ク
ト

鶴
岡
の
運
営
費
は
使
用
料
収
入
だ
け
で
全
て
を
ま
か

な
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
市
に
よ
る
一

定
の
公
費
負
担
が
生
じ
ま
す
。
効
率
的
・
効
果
的
な

管
理
運
営
を
徹
底
し
、
継
続
性
の
あ
る
安
定
的
な
運

営
を
目
指
し
ま
す
。

　

適
切
な
経
費
削
減
や
創
意
工
夫
の
あ
る
収
益
事
業
、

広
告
収
入
な
ど
の
経
営
努
力
に
取
り
組
む
ほ
か
、
公

的
機
関
の
助
成
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
命
名
権
）、

ス
ポ
ン
サ
ー
な
ど
、
協
賛
金
や
寄
附
等
の
外
部
資
金

の
獲
得
に
努
め
ま
す
。

　

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
後
は
原
則
と
し
て
、
定
期
休

館
日
は
設
け
ず
、
公
演
が
な
い
と
き
も
開
館
し
ま
す
。

そ
の
分
、
維
持
経
費
が
か
か
る
た
め
、
部
分
空
調
や

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
省
エ
ネ
効
果
が
高
い
設
備
や
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
、
タ
ク
ト
鶴
岡
の
事
業
費
の
推
移
や
市

の
財
政
へ
の
今
後
の
影
響
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

り
、
天
気
や
時
間
な
ど
で
違
う
表
情
を
見
せ
る
建
物

の
外
観
を
写
真
で
紹
介
し
た
り
す
る
な
ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
通
し
て
タ
ク
ト
鶴
岡
の
情
報
が
発
信
さ
れ
れ
ば
さ

れ
る
ほ
ど
、
そ
れ
が
口
コ
ミ
の
よ
う
に
広
が
り
、
タ

ク
ト
鶴
岡
の
活
気
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

タ
ク
ト
鶴
岡
は
、
鶴
岡
の
芸
術
文
化
の
集
う
場
所

を
、
そ
し
て
多
く
の
人
が
集
う
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の

広
場
を
目
指
し
、
市
民
の
文
化
活
動
を
支
え
て
い
き

ま
す
。
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
で
盛
り
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

維
持
や
保
守
な
ど
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
見
込
み
は
？

維
持
管
理
費
は
約
１
億
４
千
万
円
を

見
込
み
ま
す（
人
件
費
・
事
業
費
除
く
）

　

全
国
の
文
化
施
設
の
年
間
維
持
管
理
費
に
関
す
る

調
査
や
設
計
者
の
試
算
に
よ
る
と
、
平
成
30
年
は
、

光
熱
水
費
や
設
備
管
理
点
検
、
舞
台
設
備
管
理
、
清

掃
の
費
用
の
合
計
で
、
年
間
約
１
億
４
千
万
円
を
見

込
み
ま
す
。
人
件
費
と
事
業
費
を
含
め
る
と
、
合
計

で
約
２
億
円
を
見
込
み
ま
す
が
、
職
員
数
や
自
主
事

業
数
等
に
よ
っ
て
変
動
し
ま
す
。

　

ま
た
後
年
、
機
器
等
の
修
繕
や
設
備
更
新
、
内
外

装
の
改
修
等
の
費
用
が
別
に
発
生
し
ま
す
。

タ
ク
ト
鶴
岡
を
建
て
る
経
費

は
全
部
で
い
く
ら
で
す
か
？

総
事
業
費
は　
　
　
　
　
　

　
　

 

約
96
億
８
千
万
円
で
す

　

タ
ク
ト
鶴
岡
を
ど
の
よ
う
な
会
館
に
す
る
か
を
話

し
合
う
た
め
、
平
成
23
年
度
に
市
民
、
有
識
者
、
各

団
体
・
組
織
の
代
表
者
で
鶴
岡
市
文
化
会
館
整
備
検

討
委
員
会
を
組
織
し
ま
し
た
。
検
討
内
容
を
鶴
岡
市

文
化
会
館
整
備
基
本
計
画
と
し
て
ま
と
め
、
本
体
工

事
費
、
設
計
費
、
解
体
費
、
備
品
購
入
費
な
ど
事
業

の
大
枠
を
45
億
円
と
試
算
し
ま
し
た
。

　

こ
の
試
算
は
平
成
11
年
～
20
年
度
開
館
の
座
席
数

が
同
規
模
の
公
立
文
化
施
設
の
平
均
床
面
積
単
価
を

根
拠
と
し
た
も
の
で
す
。
建
設
物
価
は
長
い
間
下
が

り
続
け
、
ま
た
労
務
単
価
も
十
数
年
間
で
一
番
低
か

っ
た
こ
と
が
、
こ
の
試
算
額
に
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
需
要
や
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
建
設
需
要
が
増

え
、
建
設
物
価
や
労
務
単
価
が
平
成
24
年
を
境
に
急

上
昇
し
ま
し
た
。
ま
た
平
成
26
年
に
は
消
費
税
の
引

き
上
げ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

タ
ク
ト
鶴
岡
と
同
じ
頃
に
計
画
さ
れ
た
他
の
公
共

施
設
整
備
に
関
す
る
事
業
費
も
大
幅
に
上
昇
し
、
全
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円
が
市
の
総
負
担
額
で
す
。
合
併
特
例
債
で
市
が
負

担
す
る
約
23
億
６
千
万
円
の
償
還
が
将
来
の
負
担
と

な
り
ま
す
が
、
償
還
期
間
は
１
年
据
置
き
の
15
年
間

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
単
純
に
14
年
で
割
っ
た

場
合
、
単
年
度
の
市
の
実
質
負
担
額
は
約
１
億
７
千

万
円
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
文
化
会
館
の
よ
う
な
施
設
の
整
備
で
は
、

利
用
で
き
る
有
利
な
国
の
補
助
制
度
や
交
付
税
措
置

の
あ
る
市
債
が
な
い
こ
と
か
ら
財
政
負
担
が
重
く
な

り
ま
す
。
本
市
の
場
合
、
市
町
村
合
併
の
メ
リ
ッ
ト

で
あ
る
合
併
特
例
債
を
活
用
で
き
た
こ
と
、
ま
た
本

市
の
合
併
特
例
債
の
活
用
期
限
で
あ
る
平
成
32
年
度

ま
で
に
改
築
工
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
財

政
負
担
を
大
き
く
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
合
併
特
例
期
間
が
平
成
27
年
で
終
わ

り
、
こ
れ
ま
で
受
け
て
き
た
交
付
税
の
優
遇
措
置
は

段
階
的
に
削
減
さ
れ
、
合
併
特
例
債
も
平
成
32
年
度

で
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
に
備

え
、
決
算
剰
余
金
の
基
金
積
立
（
平
成
28
年
度
末
残

高
約
１
７
１
億
８
千
万
円
）
や
借
入
金
の
繰
上
償
還

等
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
財
政
の
健
全
性
を
将
来

に
わ
た
っ
て
維
持
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
文
化
会
館
の
事
業
に
関
連
し
て
地
方
税
法

や
市
税
条
例
に
定
め
ら
れ
て
い
る
現
在
の
税
率
を
変

更
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
で
入
札
不
調
が
多
発
し
て
い
ま
し
た
。
本
市
で
も

積
算
の
点
検
や
見
直
し
等
を
本
体
工
事
費
に
反
映
さ

せ
、
総
事
業
費
を
約
85
億
７
千
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
将
来
の
財
政
負
担
を
低
減
し
、
ま
た
安

全
性
や
利
便
性
を
高
め
る
た
め
の
設
計
変
更
に
よ
る

工
事
と
契
約
の
イ

※

ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条
項
の
適
用
で
、

本
体
工
事
費
で
は
約
６
億
円
が
増
額
し
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
は
、
本
体
工
事
費
、
商
工
会
館
等
の
解

体
補
償
費
、
舞
台
備
品
等
の
備
品
購
入
費
、
測
量
・

地
質
調
査
・
設
計
・
工
事
監
理
費
、
外
構
工
事
費
、

サ
イ
ン
・
舞
台
設
備
等
追
加
工
事
費
を
合
わ
せ
た
約

96
億
８
千
万
円
が
総
事
業
費
で
す
。

約
96
億
８
千
万
円
の
う
ち
市
の

負
担
額
は
い
く
ら
で
す
か
？

合
併
特
例
債
等
を
活
用
し
、実
質
的

な
負
担
は
約
29
億
５
千
万
円
で
す

　

上
に
あ
る
円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
総
事
業
費
の
財
源

内
訳
は
、
国
の
交
付
金
等
が
約
12
億
３
千
万
円
、
合

併
特
例
債
（
借
入
金
）
が
約
78
億
５
千
万
円
、
市
の

一
般
財
源
が
約
５
億
９
千
万
円
で
す
。
合
併
特
例
債

は
、
借
入
額
の
７
割
が
地
方
交
付
税
と
し
て
国
か
ら

交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
の
実
質
負
担
は
約
23
億
６

千
万
円
で
、
一
般
財
源
と
合
わ
せ
て
約
29
億
５
千
万

特定財源（国の交付金等）
12億2,900万円

市債（合併特例債）
78億5,300万円

合併特例債のうち54億9,700万
円（70%相当）が地方交付税とし
て国から交付され、市の実質負担
額は23億5,600万円です。

総事業費
96億7,600万円

市の実質負担額（合計）
29億5,000万円

◆タクト鶴岡の総事業費と財源内訳

合併特例債のうち
地方交付税として
国から交付（70%
相当）

一般財源
５億9,400万円

合併特例債のうち
市の実質負担額
23億5,600万円

※工事請負契約後の労務単価の改定や資材費高騰等
　に応じて、請負代金額の変更を請求できる条項
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み
ん
な
の
タ
ク
ト
鶴
岡
を
　

　�

　���

　
　
　
　
目
指
し
て

　

こ
の
特
集
を
読
ん
で
「
タ
ク
ト
鶴
岡
で
こ
ん
な
こ

と
を
し
て
み
た
い
」「
こ
ん
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
ら

う
れ
し
い
」「
こ
ん
な
会
館
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
、

ぜ
ひ
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

来
年
３
月
に
タ
ク
ト
鶴
岡
は
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

を
迎
え
ま
す
。
10
月
２
日
○月
か
ら
来
年
３
月
31
日
○土

ま
で
の
平
日
と
催
事
の
あ
る
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
を
開
放
し
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

　

タ
ク
ト
鶴
岡
は
市
民
の
皆
様
の
多
彩
な
文
化
活
動

を
広
げ
る
総
合
拠
点
と
し
て
、
そ
の
歴
史
を
歩
み
始

め
ま
す
。

工
の
効
率
性
を
高
め
た
り
す
る
な
ど
費
用
の
抑
制
に

努
め
ま
し
た
。
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条
項
の
適
用
も

含
め
、
本
体
工
事
費
の
最
終
契
約
額
は
約
84
億
８
千

６
百
万
円
で
す
。

　

将
来
の
財
政
負
担
の
低
減
等
に
関
す
る
工
事
の
一

つ
目
は
、
屋
根
の
下
地
に
つ
い
て
木
片
を
セ
メ
ン
ト

で
固
め
た
ボ
ー
ド
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
替
え
る
も

の
で
す
。
こ
の
変
更
に
よ
っ
て
ボ
ー
ド
よ
り
も
硬
く

丈
夫
に
な
る
た
め
、
積
雪
や
風
圧
に
耐
え
、
長
く
持

ち
こ
た
え
る
耐
久
性
の
高
い
屋
根
に
な
り
、
将
来
に

想
定
さ
れ
る
修
理
費
を
安
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

も
う
一
つ
は
、
天
井
裏
、
舞
台
、
外
壁
、
屋
根
等

の
点
検
通
路
な
ど
保
守
点
検
用
の
設
備
等
を
追
加
す

る
も
の
で
す
。
こ
の
工
事
で
定
期
的
に
必
要
な
点
検

や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
費
用
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
検
討
も
加
え
る
と
施
設
の
耐
用
年
数
の

一
つ
の
目
安
で
あ
る
60
年
間
で
、
最
大
で
約
６
億
２

千
万
円
の
経
費
削
減
に
つ
な
が
る
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

安
全
性
の
向
上
に
関
わ
る
工
事
で
は
、
大
ホ
ー
ル

客
席
の
天
井
の
下
地
と
廊
下
の
木
製
格
子
の
取
付
け

方
法
を
見
直
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
地
震
発
生

時
で
も
天
井
や
格
子
が
外
れ
る
危
険
性
を
取
り
除
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

設
計
変
更
で
ど
れ
だ
け
将
来
負

担
が
軽
く
な
り
ま
す
か
？

60
年
間
で
約
６
億
２
千
万
円
の

経
費
削
減
が
期
待
さ
れ
ま
す

　

今
後
、
タ
ク
ト
鶴
岡
は
芸
術
文
化
の
拠
点
施
設
と

し
て
役
割
を
果
た
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
長
年
の

使
用
の
中
で
、
建
物
や
設
備
そ
の
も
の
が
古
く
な
っ

て
一
部
を
新
し
い
物
に
替
え
た
り
、
壊
れ
た
と
こ
ろ

を
直
し
た
り
す
る
費
用
が
発
生
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
数
年
や
数
十
年
後
に
発
生
す
る
修
繕

や
改
修
等
の
工
事
費
は
、
そ
の
時
々
の
市
の
一
般
財

源
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
タ
ク
ト
鶴
岡

で
は
、
国
か
ら
の
財
政
支
援
が
あ
る
合
併
特
例
債
が

活
用
で
き
る
初
期
投
資
で
、
将
来
の
想
定
さ
れ
る
改

修
や
修
繕
等
の
財
政
負
担
が
軽
く
な
る
よ
う
、
ま
た

利
用
者
の
安
全
性
等
が
高
ま
る
よ
う
、
構
造
や
工
法

等
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

変
更
内
容
は
、
屋
根
下
地
の
変
更
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
設
備
の
追
加
、
天
井
下
地
の
変
更
、
地
中
障
害
物

の
除
去
な
ど
で
新
た
に
工
事
費
用
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
掘
削
す
る
土
の
量
を
減
ら
し
た
り
、
ガ
ラ

ス
や
建
具
、
内
装
な
ど
建
物
の
機
能
を
損
な
わ
ず
に

利
便
性
が
良
く
な
る
よ
う
工
事
を
調
整
し
た
り
、
施

環
境

に
配

慮
し

古
紙

再
生

紙
と

植
物

油
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

広
報

つ
る

お
か

特
集

号
「

新
文

化
会

館
特

集
」

平
成

29年
８

月
１

日
発

行
編

集
・

発
行

／
鶴

岡
市

総
務

部
総

務
課

　
〒

997‐
8601　

山
形

県
鶴

岡
市

馬
場

町
９

‐
25

【
問
合
せ
】

◎
管
理
運
営
に
関
す
る
こ
と

　

タ
ク
ト
鶴
岡
開
館
準
備
担
当
☎
24
‐
５
１
８
８

◎
建
設
工
事
に
関
す
る
こ
と

　

本
所
建
築
課
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
４
０
５




